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研究成果の概要（和文）：本研究課題の目的はソーシャルブレインの観点から自閉スペクトラム症（ASD）の障
害メカニズムを明らかにし、その観点に立った支援システムの構築を目指すことであった。ASDの障害特性はソ
ーシャルブレインという各種の発達的コンピテンスの関連が非定型的であることから生じていることが示され、
そのために学習理論をもとにした応用行動分析による介入と体験論的アプローチを組み合わせることが必要であ
ることが明らかになった。通常学級における支援システムとして、授業のユニバーサルデザイン化などの集団介
入アプローチを基盤として個別介入の効果を高めていく必要があることが示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to clarify the disability mechanism
 of autism spectrum disorder (ASD) from the viewpoint of social blain and aim to construct a support
 system based on that viewpoint. It was shown that the specificity of ASD arises from the fact that 
the association of various social blaine developmental competencies is atypical. Therefore, it 
became clear that it is necessary to combine intervention by applied behavior analysis based on 
learning theory and experiential approach. It was shown that it is necessary to enhance the effect 
of individual intervention based on group intervention approach such as Universal Design of Learning
 as support system in regular class.

研究分野：特別支援教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年、ASD児の社会性障害のメカニズムは、
脳科学からのアプローチによる知見により、
ASD は大脳皮質における各領域の接続が機
能的に低下しており、特に前頭前野と後頭葉
の領域間で著しいことが明らかになってい
る。functional connectivity MRI（fcMRI）
法を用いた研究により、言語処理（Just, et al., 
2004）、実行機能課題（Just,et al., 2007）、
ワーキングメモリ課題（Koshino, et al., 
2008）、心の理論課題（Kana, et al., 2009）
などの様々な課題処理の際に、脳内の離れた
部位に付置する課題に関連した領域間の接
続が低下しており、一方で課題に無関係な近
距離の接続が亢進していることが明らかに
なっている。すなわち ASD 児は各種の社会
的認知課題に必要な複数の脳領域を機能的
に連携して使うことができず、特定の脳領域
に著しく負荷をかけた処理を行っているこ
とが示唆される。 
 こうした脳科学からの知見をもとに、複合
的な社会的認知機能のネットワーキングの
不全状態として ASD を捉える「ソーシャル
ブレイン」という観点が提案されている（菊
池，2010；千住，2012）ソーシャルブレイン
とは、人間の社会生活において必要となる
様々な対人的情報を処理するための認知的
基盤とそのネットワーキングの総称である
（開・長谷川，2009）。例えば他者の意図や
感情の認知・理解や注意の共有システムとし
ての視線認知、身体運動の知覚のためのバイ
オロジカルモーション知覚などは社会生活
上必要不可欠な能力である。これらの様々な
認知機能は脳の各領域に点在しているが、そ
れぞれの領域の活動は有機的な連合をして
おり、総体として働くようにシステム化され
ている。ところが ASD はこれらの認知機能
があまり連結しておらず、まるでそれぞれの
社会的認知機能がいわばパラレルな状態で
成立している可能性が高い。 
 このソーシャルブレイン障害としての観
点から ASD 児への臨床的介入方法を鑑みる
と、従来から行われている SSTを始めとする
介入技法が抱える検討課題である「般化しに
くい」というポイントは、複数の領域間の接
続が低下していることが原因であると推測
されよう。特定のソーシャル・スキルを獲得
するために介入を行っても類似したソーシ
ャル･スキルの獲得に至らないのは、本来成
立すべき複数の領域間の接続が起こらない
ため、特定のスキルに特化してしまうためで
あると思われる。そのため様々な社会的認知
能力の１つに焦点をあてて発達を促すより
も、その機能連関を利用し、実際の関わりの
中で促す「体験重視型」のセラピーが有効で
あると考える。例えば幼児期の場合、遊びの
中で ASD 児の情動を活性化させながらの模
倣遊びやふり遊び、共同注意行動などを引き
出すアプローチが、児童期の ASD 児の場合
はシミュレーション的仮想場面による指導

よりも、実際の活動の中で感じる情動などの
心理的体験を様々なスキルに結びつけるア
プローチが有効であると考える。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、筆者が取り組んできた ASD
をソーシャルブレイン障害として捉えた実
験的研究による知見を基盤に、ASD児に対す
る臨床的介入として体験重視型のセラピー
を実施し、その効果の科学的検証と効果的な
実施方法の検討を行う。具体的な体験重視型
のアプローチとしては、既に臨床的見地から
幾つかの方法論が開発されて実践がなされ
てきている。対象者の内的な心理的体験を重
視した臨床的技法を組み合わせた介入を行
い、社会的認知能力の機能連関を積極的に企
図することで効果の般化が期待され、ソーシ
ャルブレイン障害としての ASD が改善する
ものと予想される。 
 またセラピー方法の検討については、学校
現場、特に通常の学級で実施可能なものへ改
良していく。支援学校に在籍する知的障害を
合併している ASD 児へは特定の生活スキル
の形成と併せてソーシャルスキルが指導さ
れるが、知的障害を持たない ASD 児はその
殆どが通常の学級に在籍しており、その中で
は特定のスキル形成というよりも汎用可能
な高次の社会性能力として指導することが
求められる。通常の学級における社会性を促
すための方法論を開発し、環境設定や人員な
どの具体的な問題や教育課程との関連など
支援システムを検討することが必要である。 
 さらにソーシャルブレインの観点から
ASD の障害メカニズムを解明するための実
験的研究及び内的な心理的体験を評価する
ための評定方法の開発など、セラピーによる
介入方法をより明確に実証するための基礎
的研究についても、臨床研究と並行して行っ
ていく。基礎的研究から得られた知見を臨床
研究と統合していくことで、科学的妥当性の
高い検証が可能になると考える。 
 
３．研究の方法 
 本研究は主に３つのプロジェクトで構成
される。一つはソーシャルブレインの観点か
らASDの障害メカニズムを解明するための心
理学的な実験法を用いた基礎的研究、二つめ
はソーシャルブレインの観点に基づく内的
な心理的体験を重視したASD児への臨床的介
入法の実践と効果検証のための評価方法の
開発に関する実践的研究、三つめはセラピー
の応用的実践に基づく通常の学級における
支援システムの検討である。これら 3つのプ
ロジェクトを並行して実施していき、それぞ
れのプロジェクトで得られた知見を有機的
に統合していく。それにより ASD に対する効
果的な臨床的介入法の開発とその効果の科
学的検証を行っていく。 
 
４．研究成果 



（１）ソーシャルブレインの観点からの ASD
の障害メカニズムに関する基礎的研究 
 本研究課題の中で実施したソーシャルブ
レインの観点からのASDの障害メカニズムに
関する検討は以下の通りである。 
 
① ASD 児における情動的反応と対人関係性
の関連に関する実験的研究 
従来よりASD児はその情動発達に特異性が
認めれてきたが、その情動的反応の特性は対
人関係性によって変化するかどうかについ
て、「ユーモア刺激に対する笑い」場面を題
材に検証した。 
研究１：ASD 児 14 名（小４〜６）、定型発達
（以下 TD）児 209 名（小４〜６）を対象に、
日本語版ユーモア質問紙（吉田，2012）を基
に小学生用のユーモア尺度を作成した。さら
に普段視聴する主なテレビ番組やインター
ネット動画の利用の有無、読書する書籍の種
別などについて質問した。その結果、ASD 児
は「親和的ユーモア」「自己高揚的ユーモア」
「自虐的ユーモア」の全ての因子において TD
児よりも得点が低く、ユーモアに対する感受
性が低いことが示唆された。また普段好んで
視聴しているテレビ番組では TD 児が様々な
種別のジャンルを挙げるのに対して、ASD 児
は特定のジャンルに偏った回答を行う傾向
にあることが示唆された。特に TD 児はその
時点で流行している特定の番組名が多く取
り上げられるのに対して、ASD 児ではそのよ
うな回答は少数であり、全体の流行などにと
らわれずに、自分の好みという基準で視聴番
組を選択していることが示唆された。 
研究２：ASD 児 11 名（小２〜小６）及び TD
児 14名（小３〜小６）にユーモア刺激動画 4
種類（漫才、コント、一人芸、漫談）を視聴
してもらい、視聴時の笑いの表出を 3秒ごと
のタイムサンプリングにて測定し、さらに個
人の内省を聴取した。その結果、笑いの表出
に関しては、ASD 児は TD児よりも有意に笑い
の表出が多かったことが明らかになった。ユ
ーモア刺激の種類による差異については、TD
児と ASD 児に違いはみられなかった。視聴中
の笑いの表出を時系列的に分析したところ、
ASD児とTD児では笑い表出のピークポイント
が異なっており、いわば笑いのツボがずれて
いることが示唆された。さらに内省を確認す
ると、ASD 児はやりとりの相互性に関するち
ぐはぐさに対して面白さを感じることが有
意に少ないことが明らかになった。 
考察：2 つの研究を通して、ASD 児における
ユーモア刺激に対する情動的反応の特異性
が明らかになった。ASD 児はユーモアという
情動的反応を惹起する刺激に対する感受性
が低いにも関わらず、表出自体が非常に高い
ことが示された。これは「笑う」表情の表出
が対人的コミュニケーションにおいては、他
者との関係作りを円滑にする作用を含んで
いることを考慮すれば、ASD 児の情動的コミ
ュニケーションの能力は対人関係性を基盤

にしておらず、いわば個人内での情動反応と
して成立していることを意味すると考えら
れる。したがって、ソーシャルブレインとし
ての対人関係性の成立と情動発達の発達的
関連性に非定型的な特性がみられるという
ことができよう。 
 
② ASD 児における対人場面における言語表
現の特異性に関する実験的研究 
この研究では、ASD 児における方言理解と表
出を題材にして一連の実験的研究を行った。
方言はアカデミックな学習訓練によって形
成されるものではなく、地域に限定した日常
会話の中で獲得されるパラ言語であるため、
他者との関係性によって差異が出やすい。先
行研究においても、ASD 児の方言使用に関す
る研究が多く行われており（e.g., 松本，
2017）、本研究においてはソーシャルブレイ
ンの観点から ASD 児の特徴を明らかにする。 
研究１：ASD 児 15 名（小４〜６）および TD
児 27 名に対して、熊本弁を使用した会話文
について、標準語に変換するよう教示した。
会話文は前後の文脈から意味が推測できな
いようにランダムに提示し、文節毎に回答を
4 件法で評定した。その結果、ASD 児の方言
理解力は TD 児に比較して有意に低く、特に
品詞毎の分析の結果、形容詞と副詞において
両群の差が顕著であった。 
研究２：ASD 児 15 名（小 2〜6 年）及び TD 児
20 名（小 4〜6 年）に対して、3つの場面（「依
頼場面」「道案内場面」「謝罪場面」）におけ
る口頭でのコミュニケーションの特徴を、対
象児の「敬体」「常体」「方言」の観点から分
析した。その結果、ASD 児は「依頼場面」に
おいて常体での言語回答が多く、さらに謝罪
場面での方言回答が多かった。また ASD 児は
道案内場面で方言回答が多く、敬体での回答
が少ない傾向にあった。ここから、ASD 児は
場面によって待遇表現を使い分けることが
困難であり、特に相手との関係性に応じて待
遇表現を柔軟に変化させることに困難があ
ることが示された。 
 
③ ASD 児の自己身体と環境との相互作用に
おける行為可能性の認識に関する実験的
研究 
ASD 児 12 名（小 2〜6）及び TD 児 25 名（小
2〜6）に対して、上肢及び下肢の身体イメー
ジの測定を行った。指し棒によって順次距離
を調整し、自身の上肢あるいは下肢の長さと
してイメージする距離を測定し、実際の上
肢･下肢の距離との差を割合にて算出した。
続いて行為可能性の評価の測定として、正面
にある机上の物体がつかめるかどうかにつ
いて判断し、その距離を測定した。結果は、
ASD児とTD児では上肢の身体イメージに有意
な差があり、ASD 児は自分の腕の長さを短く
評価していることが示された。一方、下肢の
身体イメージ及び行為可能性の評価につい
ては ASD 児及び TD 児の間に有意差は認めら



れなかった。ここから、ASD 児は身体イメー
ジを低く見積もる可能性があるものの、環境
に対して自身が働きかける行為可能性につ
いては特異性は認められないことが示唆さ
れた。したがって ASD 児の特異性は、物理的
環境に対する自身との相互作用においては
認められず、対他者という対人関係性におい
て最も明確になるものと考えられる。 
 
④ ASD 児の表情模倣と視線分析に関する実
験的検討 
 ASD 児における対人志向性の特異性につい
て検討するため、視線分析装置を用いて、表
情模倣課題時における他者への注意の向け
かたを検討した。ASD 児 9 名（小２〜６）及
び TD 児 17名（小２〜６）に対して、2 種類
の動画（対話場面、表情模倣場面）を設定し、
視聴時の視線分析を行った。結果、ASD 児は
対話場面において有意に話者に視線を向け
ることが少なく、特に目や鼻といった顔の上
部への注視が少なかった。逆に ASD 児は口や
頬といった顔の下部への注視が多かった。一
方、表情模倣場面においては、目部位と頬部
位において ASD 児と TD 児の差がみられなく
なり、表情模倣場面では TD 児と同様の視線
の当て方に近づくことが示唆された。 
 
 上記の 4 つの実験的検討により、ASD 児の
ソーシャルブレイン障害に関して以下の知
見が得られた。 
① ASD 児は情動的反応や言語反応において、
周囲の他者との関係性や場面の特性などを
考慮せずに反応する傾向があること。 
② ASD 児は物理的環境に対する自己身体の
位置づけなどについては明確な特異性は認
められないこと 
③ ASD 児は他者への志向性が乏しく、特に
目部位への注意が少ないが、表情を模倣する
ように求められるなど、明確な必然性があれ
ば定型的な視線の使用が可能であること 
 
（２）ASD 児の内的な心理的体験の評価に関
する研究 
 ASD 児ヘの支援方法を検討する際に必要と
なる、ASD 児の内的な心理的体験について質
問紙等を用いた調査研究を行った。 
 
① ASD 児における他者からの影響力（社会
的勢力）の認識に関する調査研究 
 ASD 児への介入における教師やセラピスト
の基本的な態度を検討するために、ASD 児が
他者からの影響力（社会的勢力）をどのよう
に受け止めているかを検討した。ASD 児 42 名
及び TD 児 109 名を対象に、「あなたが日頃、
先生の言うことを聞くのはなぜですか」の問
いに対する理由を 28 項目あげ、それぞれに
ついて４件法で回答してもらった。因子分析
の結果、７因子が抽出され、５つの因子にお
いて ASD 児と TD 児に有意差が認められた。
５つの因子のうち、正当勢力・準拠勢力・専

門勢力と関係する因子で TD 児が高く、逆に
強制勢力や報酬勢力に関係する因子でASD児
が高かった。ここから、ASD 児は教師やセラ
ピストからの影響力を受けやすいのは強制
勢力または報酬勢力といった、応用行動分析
の基本的な理論である三項随伴性の基づく
強化原理によるものが大きく、介入者個人の
属性に基づく影響力は TD 児よりも低いこと
が示唆された。 
 
② 成人期のASD者における不適応感に関す
る調査研究 
 ASD を始めとした発達障害特性は、日常生
活における不適応感と結びつくことが多く、
特に成人期においてはそれまでの経験の積
み重ねにより二次的な不適応状態へと至る
ことが多い。その一方で、こうした不適応感
は周囲の支援などのソーシャル・サポートに
よって軽減することが考えられ、どのような
ソーシャル・サポートが与えられることによ
って、発達障害特性のどの面へと影響がある
のかを含めて、そのメカニズムを理解する必
要がある。ここでは大学生 939 名に対して発
達障害特性を測定する 19 項目の尺度（AQ 尺
度（若林ら，2004）、CAARS（Conners ら，2012）
より項目を抜粋）と学生生活不安尺（CLAS；
藤井，2013）、およびソーシャル・サポート
尺度（渡辺，1994）を実施し、共分散構造分
析を用いて潜在変数間の関連性を検討した。
その結果、発達障害特性のうち学生生活不安
感に最も直接的に影響を及ぼすのは「不注
意・衝動性」であり、また「不注意・衝動性」
は自己効力感の低さにも直接影響を及ぼし
ていた。その他、「コミュニケーションの苦
手さ」「固執性」及び「多動性」は学生生活
不安感に直接的な影響を及ぼすわけではな
く、いずれも「不注意・衝動性」との有意な
相関を通して間接的な影響しか与えていな
かった。 
 
（３）ASD 児ヘの臨床的介入に関する研究 
 実験的研究及び調査研究によって得られ
た知見をもとに、ASD 児への臨床的介入の効
果的な方法について検討を行った。 
 これまでの研究によって明らかなように、
ASD 児に対して効果的と考えられるのは、①
応用行動分析の手法を用いた介入法であり、
また②情動的反応の活性化を目指した体験
的アプローチであると思われる。そこで２つ
の手法を用いた臨床的介入についての事例
研究を行った。 
① 応用行動分析の手法を用いた ASD 児に対
する臨床的介入 
事例１：自己教示法を用い行動調整スキルを
援助した事例 
 小学校３年男児（ASD の診断あり）に対し
て、ジェンガ及びオセロゲームにおける自己
教示によって衝動的行動を抑制するスキル
を獲得することを目指した。対象児は
Conners3の多動性/衝動性のスコアが67であ



り、活動レベルが高く落ち着きがなく衝動的
であるといった特徴が認められた。１回 60
分のセッションを 10 回（うち 2 回は BL）行
い、どちらのゲームにおいてもセッション前
半では自己教示行動が観察され徐々にエラ
ー行動が減少したが、セッション後半におい
ては自己教示行動の出現が減少するものの
エラー行動がさらに減少することが示され
た。これはセッションが進行するにつれて、
自己教示は内言化されたことにより、エラー
行動のさらなる減少に繋がったものと推察
された。 
事例２：グラフフィードバック法を用い通常
学級における授業参加行動を促した事例 
 事例 1より自己教示法により行動調整スキ
ルが形成されることが明らかになったが、こ
のスキル形成が系統的なセッションではな
く日常の生活の中で形成されるかについて、
事例２では検討した。事例２の対象児は事例
１とは異なる ASD 男児（小３）であり、通常
学級における授業時に他児へのちょっかい
や手遊び、よそ見、独言などを頻発していた。
授業中の様子を1分間のタイムサンプリング
法で観察し、休み時間に一時間の授業参加行
動及び逸脱行動を視覚的なグラフにして対
象児に提示し、目標回数を対象児と共に設定
することで、参加行動の増加及び逸脱行動の
低減を目指した。20 回の授業観察とフィード
バックにより、参加行動の増加と逸脱行動の
低減が認められた。しかしながら授業の内容
や他児の反応などの本人以外の環境要因に
よって変動することが大きく、そのため環境
要因への介入（授業そのものの改善を目指し
た「授業のユニバーサルデザイン化」の導入
など）が必要と考えられた。 
② 臨床動作法を用いた ASD 児の情動活性化
への事例研究 
 ここではASD児への体験論的アプローチと
して臨床動作法（成瀬，2000）を取り上げた。
臨床動作法は脳性まひ児を始めとする肢体
不自由の改善を目的に開発された技法であ
るが、ASD 児を中心とする発達障害児に対し
ても効果的であることが示されている（森崎，
2009）。発達障害児に対して動作法が効果が
あるというメカニズムには、共同注意行動の
形成といった発達的観点から考察するもの
（森崎，2009）、行動の自己コントロール力
の形成といった行動論的観点から考察する
もの（今野，1990）などがあるが、ここでは
針塚（1995）による情動活性化理論に基づい
て検討を行った。 
 対象となった事例は 3名、いずれも就学前
の発達支援センターに在籍するASD児であり、
生活年齢は５歳６ヶ月〜５歳１１ヶ月、KIDS
乳幼児発達スケールによる総合発達年齢は
２歳０ヶ月〜３歳３ヶ月と中度から重度の
発達の遅れを有していた。セッション開始前
に Conners3 による評価を行い、セッション
終了時における評価との比較を行った。また
FOSCOM（対人関係コミュニケーション行動観

察フォーマット；東川，2013）による評価も
行い、3 名ともコミュニケーション発達上の
注意を要する「所見多い」の評価であった。 
動作法セッションは 1回 45 分、週 1回のペ
ースで一人１５セッションを行った。動作課
題は「躯幹のひねり」「座位での背そらせ」
などのリラクゼーション課題、「腕上げ」な
どのコミュニケーション課題、「座位での姿
勢保持」「膝立ち」などのタテ系動作課題な
どを導入した。また動作課題に対する自己調
整行動についても各セッションで５段階で
評価した。 
 各事例ともセッション時における動作課
題への自己調整行動は経過に伴い徐々に改
善が認められた。しかし 1名の対象児は気持
ちの切り替えが難しく、その日の調子によっ
て変動が激しかった。セッション終了時の評
価では、2名の対象児に Conners3 の合計スコ
アの低下が認められたが、動作課題の進捗が
芳しくなかった対象児はスコアの変化が認
められなかった。合計スコアの低下が認めら
れた２事例に共通するのは、「不注意」に関
するスコアが大きく低下しており、動作法に
よる体験論的アプローチが情動調整に寄与
することによって不注意行動を低減するこ
とが示唆された。 
 
（４）支援システムの開発に関する研究 
 
 上述した実験的研究、調査研究、事例研究
の知見を総合し、ASD 児に対するソーシャル
ブレインの観点からの支援システムについ
て考察が行われた。 
 ASD 児の障害特性はソーシャルブレインの
観点、すなわち各種の対人的コミュニケーシ
ョン行動に関連する発達的コンピテンスの
有機的な連関が形成されず、非定型的なネッ
トワークという視点から俯瞰することで明
確になる。よってソーシャルブレインの非定
型性による困難を軽減するための環境調整
を中心とした合理的配慮の提供と、各種のコ
ンピテンス間の有機的な連合を促すための
体験論的アプローチを組み合わせて実施す
ることが有用であることが示唆された。また
応用行動分析の基本原理に基づいたアプロ
ーチも組み合わせていくことで、本人の困り
感を直接的に軽減していくことも必要であ
ろう。 
 通常の学級においては、授業の内容や他児
の存在といった非常に多様な要因によって
アプローチの効果が左右されることが多い
ため、まずは授業のユニバーサルデザイン化
などの集団的介入を行い、その上で個別介入
の効果を高めていくことが求められる。この
授業のユニバーサルデザイン化は近年、児童
生徒の学力改善などを目的に取り組まれる
ことが多いが、こうした集団介入を基本とし
て個別介入と組み合わせることは、各種の発
達的コンピテンスの繋がりが非定型的に形
成されているASD児には重要であると考えら



れる。すなわち、授業のユニバーサルデザイ
ン化で行われている環境調整の方法や、教材
の工夫は、ASD 児が日常の学校生活で感じて
いる多様な社会的手がかりを整理し、「何を
学ぶべきか」を明確にする。そのため ASD 児
が不安なく学校生活を送り、学習についても
安心して進めていくことができる土台とな
る。通常学級における支援システムとして、
授業のユニバーサルデザイン化に基づく「ユ
ニバーサルな通常学級」を基盤としていくこ
とが必要であると考えられる。 
 この支援システム作りとして、学校教員に
対する授業のユニバーサルデザイン化の導
入に対する意識変容を図ること、さらに通常
学級における合理的配慮の提供といった部
分での共通理解を図ることが必要であると
考える。本研究課題においては、こうした支
援システムの効果検証という部分まで行う
ことはできなかったが、授業のユニバーサル
デザイン化の導入が及ぼす発達障害児への
効果についての科学的な検証をすることが
今後の課題であると言える。 
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